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附属書 B（規定）E2E リンク，MPTL 及びダイレクトアタッチ配線設備の基準性能試験体系及び施工性
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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 X 5153：2022 
 (ISO/IEC 14763-4：2021) 

平衡配線設備－エンド ツー エンドリンク， 

モジュラプラグ終端リンク及びダイレクトアタッチ

配線設備の測定 

Information technology-Implementation and operation of customer 

premises cabling-Part 4: Measurement of end-to-end (E2E) links, modular 

plug terminated links (MPTLs) and direct attach cabling 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 14763-4 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

JIS X 5150-1 に適合する平衡配線チャネルの試験では，チャネルの両端にある可動形コネクタの性能を

検証するものではない。 

この規格は，それらの終端コネクタの性能を検証する次の三つの配線構成の測定について記載する。 

a) JIS X 5150-3（ISO/IEC 11801-3）に規定されているエンド ツー エンド（E2E）リンク 

b) ISO/IEC TR 11801-9910 に記載されているモジュラプラグ終端リンク（MPTL） 

c) ISO/IEC TR 11801-9907 に記載されているダイレクトアタッチ配線設備 

この測定には，試験対象の配線設備を終端するコネクタ部材の伝送性能が含まれる。 

1 適用範囲 

この規格は，次の 2 対平衡配線設備及び 4 対平衡配線設備の測定方法について規定する。 

a) クラス D，クラス E 及びクラス EA のエンド ツー エンド（E2E）リンク 

b) クラス D，クラス E，クラス EA，クラス F，クラス FA，クラス I 及びクラス II のモジュラプラグ終端

リンク（MPTL） 

c) クラス D，クラス E，クラス EA，クラス F，クラス FA，クラス I 及びクラス II のダイレクトアタッチ

配線設備 

この測定には，現場環境及び実験室環境で，2 対及び 4 対を終端する可動形コネクタが含まれている。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC 14763-4:2021，Information technology－Implementation and operation of customer premises 

cabling－Part 4: Measurement of end-to-end (E2E) links, modular plug terminated links (MPTLs) and 


